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地域 における子育て家族の育児対処能力の向上を
促す保健師の看護実践知の創出
一 研究成果の メ タ統合 -
嶋 津 順 子 (千葉大学大学院看護学研究科)
佐 藤 紀 子 (千葉大学看護学部)
井 出 成 美 (千葉大学看護学部)
本研究は , 地域 にお ける子育 て家族 の 育児対処能力向上 に向けた保健師の 援助 に関する論文の研究成果をメ タ統合(Meta-
sァnthesis) の 手法 に よ っ て統合 し･ 新 た な統合概念 に よ る育児支援 の 看護実践知を創出す る こ と を 目的と した ｡
N｡blit& Ha r ｡
,
BarbaraL. Pater s o nらが 行 っ た メ タ統合の 手法を参考 に, 千葉大学大学院看護学研究科 の 地域看護学教育
研究分野 の 修士 ･ 博士論文か ら, 一 次論文と して の 基準を充 た した 3 論文を選定 し, 知見 の 統合を行 っ た ｡ 競合 の 結果 , 6
っ の 知見 に集約 でき, こ れ らの 知見間の 関係性 をデ ー タ の 文脈 に 沿 っ て 分析 した と こ ろ, 4 つ の 統 合概念が見出さ れ た ｡ す
な わち
, 援助 の起点 と な る概念 ｢ 主な育児者自身が現状 に基 づ い て 育児上 の 課題 に気づく こ と を促す こと を起点 と し, 主な
育児者 ･ 他 の 家族員共 に継続 して 育児 に とり組 む力を引き出す｣, 起点 と した援助を展開 して い く方法 となる概念 ｢主 な育
児者 ･ 他 の 家族員双方 へ 連動 しな が ら はた らきか ける こ と に よ り, それ ぞ れ の 育児 に とり組 む力を さ ら に引き出 し, 主 な 育
児者 ･ 他 の 家族員共 に主体的に育児 に とり組 む こ と を促す｣, 主な 育児者
･ 他 の 家族員 の 育児対処能力を獲得 して い く た め
の 基盤 と なる概念 ｢ 主な育児者 ･ 他の 家族員が育児上 の 課題 に気 づく こ と に より育児 に対す る主体的な取り組み へ と つ な が
る｣
,
主 な 育児者 ･ 他 の 家族員各 々 の 育児対処能力が 互 い に 影響 しあ い な が ら 向上 して い く概念 ｢ 主な育児者･ 他の 家族員
の 主体的な育児 へ の 取 り組み が 双方 へ 連動 し影響 しあうこ と に よ り育児対処能力が高 ま る｣ で ある ｡
K E Y W O R D S･. publiche alth n u rsing, copingbeha vior of
child-r e arlng) n u rSlng Pr a ctic ekn o wledge, m eta-synthe sis of
thequ alitativ e smdies
I . はじめ に
本学で は , 21世紀C O E プロ グ ラ ム ｢日本文化型看護
学の創出 ･ 国際発信拠点一実践知に基づく看護学の確立
と展開-｣が採択され , 平成1 5年度より取り組ん で い る
と こ ろ で ある｡ 本拠点に設けた7 つ の サブプ ロ ジ ェ ク ト
のうちの 一 つ , ｢日本型地域健康支援｣ で は , 家庭や地
域を基盤に し て行う看護実践 を対象に, 新た な看護実践
知の創出 ･ 体系化を目的と して研究を進め て い る｡ 本研
究は, そ の 一 環 と して , 市町村保健セ ンタ ー な ど行政に
所属する保健師 (以下行政保健師とする) の 看護実践を
対象に, 育児支援に関わる実践知の 統合を試み たもの で
ある ｡
わ が国の 母子保健対策は, 母子健康手帳の発行 ･ 乳幼
児健康診査な ど子育て 世帯を全数把握し, 援助を要する
者を早期に発見し早期に対応すると いう予防的な看護援
助を提供で きる体制が整えられ て い る ｡ こ の ような母子
保健事業の 通常活動にお い て行政保健師は, い わ ゆる援
助の 必要性は高くな い健康度の 高 い 子育て 家族に対 して
も, 本来家族が有して い る子育て の 機能が十分に発揮で
きるよう援助する横会 を持ち, 予防的な看護援助を実践
して い る｡ こ の ような地域 の 子育て家族の育児対処能力
向上 に向けた行政保健師の 実践を詳細に記述 し, そ の 実
践の中に蓄積され て い る実践知を知見と して取り出す研
究の意義は高 い ｡
行政保健師の 育児支援に関わる原著論文を概観すると
様 々 な観点か ら研究され て きて い る ｡ そ れら の 内容は ,
対象の 母子やそ の 家族の子育て 生活の 実態や援助 ニ ー ズ
を調査分析したもの
1),2)
,
モ デ ル事業や様々 な活動の評
価 に関わるもの 3)
- 5)
, 保健師活動の 実態を調 べ 現状分
析 したもの 6)
- 8) な どが主 で あり, 行政保健師の 看護実
践を詳細に記述しそ の 実践の 中に蓄積 され て い る実践知
を知見と し て取り出すと い っ た研究は, 虐待や未熟児な
どより援助の必要性が高 い対象 へ の 実践事象を研究対象
と したもの な ど9) 10) があ っ た が , 乏 し い 状況であ っ た ｡
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そこ で本研究で は, 地域 の 子育て 家族の 育児対処能力
向上に関わ る行政保健師の 看護実践デ ー タ を豊富に扱 っ
て い る 3論文を 一 次論文と して 選出し, メ タ統合の手法
により知見の 統合を試みた ｡
Ⅱ . 目 的
地域にお ける子育て家族の 育児対処能力向上 に向けた
保健師の 援助に関する論文の 研究成果を統合するこ とに
よ っ て , 新 たな統合概念 による育児支援の 看護実践知を
創出する｡
Ⅲ. 研究方法
1 . 対象論文の選定方法
メタ統合による看護実践知の創出の ためには, 看護実
践すなわち, 看護援助 ニ ー ズ に関する看護職の認識 , 実
際の 看護援助行為, 看護援助の 成果な どの 詳細なデ ー タ
を扱 い , 実践 の 中で 蓄積され た知識, すなわち経験知と
して の 知見を導 い た 一 次論文を選出するこ とが必要で あ
る ｡ そ の ため , 豊富な看護実践デ ー タ が確認で き, 閲覧
の 環境が整 っ て い る こ とか ら, 1980年 - 2004年に産出さ
れた当大学地域看護学教育研究分野修士 ･ 博士論文の 育
児支援に関連する研究論文を対象とした｡
そ して
,
一 次論文と し て の 質を担保で きて い るか どう
か に つ い て , 研究目的, 理論的背景, 社会背景 , 研究方
法論, 研究対象の特徴 , 調査方法, 分析方法, 研究成果,
限界と今後の 課題に つ い て 評価し, さ ら に,研究目礼
研究方法, 成果から統合の 可能性を吟味し, 表1 に示す
3論文 (論文A - C) を選定し, 分析対象と した｡
2. 分析方法
分析は, Noblit& Ha re(1988),Ba rbar aL.Pate rso n(2001)
らが行 っ た メ タ統合の 手法を参考に, 以 下 の 手順で行 っ
た ｡
1) 知見の集約
(1) 各一 次論文の知見の抽出と看護援助の要素の整理
まず, 各 一 次論文中の考察に基づき知見を確認し, そ
の 知見ごと に根拠とする結果の記述に戻り事実との 関連
を確認した ｡ そ の 結果, 根拠 の確認が出来た知見を 一 次
論文から抽出する知見と した｡ そ して , 抽出した知見内
容を看護援助の 要素と なる ｢援助の対象｣ ｢援助ニ ー ズ｣
｢援助行為｣ ｢ 援助の 成果｣ の観点から, 整理 した ｡ そ の
際, 一 次論文か ら離れ て も意味内容が通 じるように , 簡
略的に表現を整えた ｡
(2) 各一 次論文から抽出された知見の関係性の 図示
(1)で整理した知見の 根拠とな っ た各論文の具体的な記
述に戻り文脈をふ まえて , 知見 の 関係性を図示 し, 3 つ
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一 次論文の 知見が持 つ 共通性 ･ 相違性を比較 ･ 照合 し
ながら , 知見を集約 した｡
2.) 統合概念の創出
1) -(2)を通 し て見出した内容 を知見の 集約と し て記
述し, 知見間の 関係性をデ ー タ の 文脈から検討する こと
により見出し, 看護実践知の統合概念と して創出した ｡
3. 倫理的配慮
分析対象と した 一 次論文の著者 に射し, 口頭および書
面にて 本研究の主旨を説明し分析対象とする こと の承諾
を得た ｡
4. 信頼性と妥当性の確保
3名の 共同研究者による合議により客観性を高めな
が ら統合 した知見の 表現や 関係性の 適切性 を検討 し
,
そ れ ぞれ が明確 に記述で きるように なるま で協議を繰
り返 した｡ また
,
分析 の過程は
,
メ タ統合サ ブプ ロ ジ ェ
ク ト メ ン バ ー に 提示 し多様な意見 を反映させ るよう努
めた｡
Ⅳ . 結 果
1
. メタ統合論文の選定 (表1参照)
論文A - C そ れぞ れの 目的は , ｢ 新生児をも つ 家族の
対処能力を促す新生児訪問指導における効果的な援助｣
｢ 育児力の拡がりに影響を与える保健師の援助｣｢乳幼児
健診時の 面接にお ける親の気づ き ･ 学びを促す援助｣ を
明らか にする こ と であり, い ずれも子育て家族の育児対
処能力を促す援助を追究したもの で ある｡ また, 研究方
法は , い ずれ の 論文も, 研究者自らが保健師活動とし て
行 っ た援助 を分析対象と し, そ の援助は家庭訪問や乳幼
児健診な ど保健師活動の 中で優先度の高 い活動手法を用
い て い る｡ また , 結果と して , 援助対象者の 反応か らそ
の 成果を明らか にして い る ｡
以 上よりt ｢地域 の 子育て 家族の 育児対処能力向上 に
関わる行政保健師の 援助｣ をテ ー マ とする メタ統合の 対
象論文とし て こ の 3論文を選定した｡
2 . 各 一 次論文から抽出された知見 (表1参照)
各論文の 考察の 記述とその根拠と な っ た結果の デ ー タ
か ら表現を整理 した知見内容を表1 に示す｡
3 . 集約した知見
3 つ の 一 次論文から抽出した知見を集約した結果, 千
育 て家族の 育児対処能力向上 に関わる行政保健師の援助
には6 つ の 知見が 見出された ｡ すなわち
,
(1) 現状に基
づ い て 育児者自身が 課題 に気 づく こと を促す, (2) 育児
者自身の 生活を整えなが ら, 将来を見通し継続 して 育児
に取り組む力 を引き出す, (3) 家族が 地域環境に適応 し
ながら家族の 持 つ 力を駆使して育児に取り組むこ とを促
す, と い う看護援助 を示す3 つ の 知見と, (4) 育児上 の まる, と い う看護援助の 成果を示す3 つ の 知見 である ｡
課題 に気づく , (5) 社会資源を適切に活用で きるように 以下 に内容を記す｡
な る こ と で育児者自身の 主体的な育児 ･ 生活の 質 ･ 自己 1) 看護援助を示す知見
効力感が高まる , (6) 家族が周囲の環境に適応しなが ら (1) 現状に基づいて育児書自身が課題に気づくことを促す
主体的に育児するこ とによ っ て 家族の 育児対処能力が高 論文B ･ C で は , 育児者 に ふ だん の 生活の 様子を聞 い
表1 メタ統合に用 い た 一 次論文の 概要と知見内容
論 文A
l l)
論文 B
1 2)
論文 C
l3 '
論 文 新生 児 をも つ 家族 の 対処 能力 に 着 目し た援 助 育 児力 の 拡 がり に 影響 を与 え る 保健 師 の 乳 幼児 健診 時の 面接 に お い て 親 の 気 づ き . 学
タイ トル ニ ー ズの 特 徴 援助 に 関す る 研究 びを促す援 助 関係
研究 目的
新生 児 をも つ 家族 の 対処 能力 に 着目 し て その 育 児者 とそ の 世帯 の 育 児 - の 主 体性 を は 乳 幼児 健診 時の 面接 に お い て 親 の 気 づ き . 学
援助 ニ ー ズ の 特徴 を明ら か に し
,
新 生児 訪問 ぐくむ と
,
なら び に 育 児者 自 身が地域 の びを 促 す援 助 関係 を明 ら か に す る こ と に よ
指導 に お け る 効果 的な援助 の あり方 に つ い て 資 源 と なり他 者 かに 影 響 を.及 ぼ し て
い く り
,
親 の 気 づ き . 学 び を促す 援助 の あり方 を
考察 する ○ こ との 観 点 か ら , 育児 力の 拡 が り に 影響
を与 え る保 健師 の援 助 を明ら か に す る ○
検 討す る ○
研
究
方
革
調 新生 児訪 問事 業
の 対 象 と な る生 後 1 ケ 月 以内 育 児困難 が 予 測さ れ, 看護 職者 の 専 門的 A 県B市 で 平 成16年6,7月 に 実施 され た乳幼 児
塞 の 児 をも つ 家族 8事 例 な立場 から援 助 が よ り必要 で ある と 思 わ 健 診 に 来所 した 親 子で , 面接 終 了時二 研究 の
対
象
れ る 双胎児 をも つ 3 世帯 o 説 明を行 い 同意 が得ら れた14例○
調
･研 究者 が 訪問 指導 員の 立場 で 新 生児 訪問 を行.双胎 児 を持 つ 世帯 に 対 し て , 地 域全体 を 事 前調査 と して , 市保健 師 か ら 聞き取 り調査
い
,
その 援 助 過程 の 記録 を作成 し, 援助 ニ ー 視 野に 入 れ た継続 的 な援 助 を市 の 保健 師 お よ び健 診 の 参加 観察 を行 う○ 次に , 健診 の
査 ズ を抽 出o 抽 出 した 援助 ニ ー ズ は
,
研究対 象 の 立場 で 実 施す る ○ 調 査 期 間 (7 ケ 月) 面接 場 面で , 筆者 が 保健 師 の 立場 で 援 助と し
方 へ の 1週 間後 の 電話 連絡 と 2 ケ 月 後の 再 訪問 に おけ る 各世 帯 - の 援 助実 施 回数 は 9 回 て 面接 を行 い つ つ 調査 す るo 健診 終了 後 1 週
法 に お い て 評 価し, 必要 な追加
. 修 正 を行 うo - 13回で あ るo 間後 に電 話 調査 を, 1 カ 月 後に 訪 問調 査を 実
施 する o
調
塞
内
香
1 . 研究 者の 新生児 訪問 指導 に お い て は , (1) 1 . 対象者 の 行動 や 認識 で は , (1)育 児者 1 . 事前調 査で は , (1) 市の 概要 , 母子 保健事
新生 児 をも つ 家族 の 心配事 お よ び 心 配事 - の の 育 児に 関 す る悩 み . 問題 , (2)育児 者の 業 の 概要 , 育 児支援 の 取 り組 み , 乳幼 児健診
家族 の 対処 能力 を示 す家族 の 言動 , (2) 援助 過 育児に 関す る 悩 み . 問題 に対 す る 対 処反 実 施体 制 , (2) 健診 時の 保 健 師 面接 の 援 助目
程 に お け る 研 究 者 の 思 考 . 判 断 , 援 助 意図, 応o 樵 , 援 助方 法, 援 助内容 ○
援助内容, (3) 援助に 対す る 家族 の 反応○ 2 . 研究者 自 身の 保 健 師と して の 援助 で 2 . 面接調査 で は , (1) 面接 援助 内容 ( 親チの
2 . 市保健 師と の 同行訪 問で は
,
保 健師 の 行 は
,
(1) 援 助者の 判 断, (2) 援助 意 図, (3) 言動, 保 健 師の 観 察, 聞 い た こと
,
推測 . 判
つ た 援助 内容と家族 の 反応 ○ 援助行 為○ 節)
,
(2) 保 健 師の 援助意 図, 援 助行 為, (3) 塞
3 , 評価 の た め の 電 話連絡 一 再 訪問 に お い て 硬情 報 (被 面接 者 , 面接 時 間, 問 診票記 載事
は
, (1) 新生 児をも つ 家族 の 心配事 お よ び心 配 項 , 家族構 成)o
事 へ の 家 族 の対 処 能力の 変化 を示す 家族 の 言 3. 健 診 終了 後 の 調査 で は , (1) 健 診 受診 理
動 (2) 家族の 健康 , 生活 , 育児 に おけ る心 配 由, 健診 の 感 想や 意見, 健診 で の 気づ き , 面
事 の 有無 と その 内容
,
(3) 新 生児訪 問指導に 対 接 で の 気 づ き , 発 達の 観 察, 児 に対 す る 簡単
す る 家族 の 感想 や 意見
.
(4) 援助過 程にお け る な発達確 認~の た め の 謀 乱 心 配事 に つ い て 解
研 究者 の 思 考 . 判 断
,
援 助 意図
,
援 助 内容
,
決 で き た か ある い は 方 向性が 定ま つ た か
,
面
(5)援 助 に対す る 家族の 反応 o 接 に 対す る 考 え, (2) 生活の 様子 , 育 児に つ い
て 子育 て に つ い て , 子 ども た ち の 様子 , 現在
因 つ て い る こと o
知 見内容
( 知 見1) 母親 が児の 健 廉 や 軍楽 に 配 慮 し な ( 知 見1) 育児 者が 主体 的 に 考 え. 行 動 ( 知 見1) ｢ 注目 する｣ 援 助 関係は , 援 助関係
が ら適切 に育 児 を行え て い る こ と を評価 し支 を起 こす た め の 取 り組 み 方 す なわち 育児 の 起点 とな つ て お り , 親 と保 健 師が 同 じ現 象
持 す る あ る い は 戸 惑 い に 共感 す る こ と を通 じ 者 の 悩 み . 問題 がなく な る ま で の 取 り組 を共有 し話 し合 える よ うな材 料 をつ く る 援助
て 母親 に 安心 感 や 自信が 高ま る ○ 育児知 識や み に 直接 働 きか け る こ とと , 主 体的 に と に よ り形成 さ れる ○
技 術疑 問 へ の 判 断を示 し補う こ と で 母親 に 育 り組 ん で い く ため の 気 持 ちに 働 きか け る (知 見 2) ｢ 明確に す る｣ 援助 関係は , 子 ども
児 知識 や 技術 の 高まり . 疑問 に つ い て 判 断 し こ とす なわ ち取 り組 ん だ成 果 を評価 し対 の 発達, 身体面 , 成長 に 関す る 話題 に み ら れ,
対 処 して い く力 が 高ま り見通 し をも つ て と り 処 で き た経験 を価 値 あ る もの と し た り自 親 と保健 師が 共有 した現 象 に 対す る 認 識を探
組 め る o 社 会資源 へ の 情 報提 供 に より必 要 に 信 が もて る よう に す る こ と に よ り . 自 己 め る 援助 に よ り形成さ れ る ○
応 じて サ ー ビ ス を活用 する 力 が 高ま る ○ 効 力感 を強化す る ○ ( 知 見3) ｢ 価値づ け る｣ 援 助関 係は , 子 ど も
( 知見2) 母 親の 産後 の 健 康 管理 に 関す る 知 ( 知 見2) 資 源 を有 効に 活 用 で き る よ う の 生活 面, 育 児環 境 に 関す る 話題 に 特 徴的 に
識と必 要 な対処 方法 を示 す こ と に よ り産後 の に す る 情報 交換 で き る 場が 増 え る な ど地 み られ , 親 と保健 師が 共有 した 現 象 に 対す る
健康管 理 に つ い て の 知 識と対 処 して い く力 の 域 の 育 児資 源 を活用 して い く よ う は た ら 認識か ら, 現 象 に 関す る 意 味づ けを行 う援 助
高ま りを もたら すo 母 親の 不 安 や ス ト レ ス - き か け る
,
地域 の 育児 環 境 を 明 ら か に に より形 成さ れる ○
の 共感 的支援 を行う こ とや 具 体 的な相 談方法 した り整 える な ど地域 の 育児環 境 を整 え (知 見 4)｢ 方向づ け る｣ 援 助関係 は , 子 ども
を示す こと に よ り い つ で も相 談 で き る安 心感 る , 家 族貞 の 育 児負担 状 況と 家族機 能 を の 行動 面. 育児状 況 に 関す る 話 題 に特 徴的 に
を高め る ○ 明ら かに し家族 機能 を負担 無 く利用 で き み ら れ, 親 と保健 師が 共有 した 返照 に 対す る
( 知 見3) 家族 の 協 力 や 役 割 分担 を 指示 し提 る な ど家族 機能 を整 え る こ と に よ り , 育 認識 から, 現 象 に 対す る 具体 的 な対処 行動 を
案す る こ と で 家 族が新 た な生 活 - の 焦 りを軽 児 家 族 を と り ま く 社 会 的 条 件 を整 備 す 考え る援 助 に よ り形成 され る ○
滅 し協 力 し合 い ながら新 た な生活 パ タ ー ン を る o こ の こ と に よ り育 児者 一 人が悩 み や ( 知 見5) 知 見1 - 4 よ り , 乳幼 児 健診 の 面
築 い て い く 力の 高め る o 新 たな家 族生活 に 見 問題 を抱 える こ とな く家族 全員 で 育児 を 接 に お い て は ｢ 注 目する｣ 援 助 関係 を起点 と
通しが 持 て る よ うな知識 を示 す こ とで 家族が 営 む こと がで き る ○ し , 話題 に応 じて 特徴 的な援 助 関係 を有効 に
見通 しを持 ち ながら現状 に対 処 して い く力 を 進 展さ せ る こ と に よ り
,
親 の 気 づ き . 学 び が
高め るe
( 知見4) 家族が 居住 し て い る 地 域事 情 を考
慮し情 報提 供す る こと で 家族 が地 域生活 を充
実させ て い く o
促 され る o
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たり親が気づ い て い な い児 の よ い と こ ろを伝えたり健診
時に測定 した値を母子健康手帳に共に記入 したり し て
【児の状況を親と共に確認する】, 児 の行動や身体面に対
する心配事を問 い かけるな どして 【児や育児状況に対す
る親の 気持ち を確 かめる】, 母親 の健康あ っ て の 児 の健
康である こ と の気 づきを促すため に休養を勧めるな どし
て 【親の 生活や環境が児に与える影響を説明する】, 請
文B で は , 自宅に帰 っ て から の 夫の 育児参加に つ い て確
認する こと 【家族員の サ ポ ー ト状況を確かめる】 と い う
知見が抽出され , こ れ らを集約 し統合 したもの で ある｡
(2) 育児者自身の生活を整えながら, 将来を見通し継続
して育児に取り組む力を引き出す
3論文にお い て , 現在 の 育児に つ い て出来て い る こ と
を肯定したり親の気持ちに共感する こと で 【現在の 育児
の 継続 を促す】, 具体的な育児方法を示したり成長過程
に つ い て の知識や社会資源情報の 提供により 【適切な育
児方法の 獲得を促す】, 先に予測される こ とを共に考え
対応方法を 一 緒 に考える こと により 【先を見通して今の
育児に とり組める よう にする】, 論文A ･ B で は, 母親
白身の負担感やス ト レ ス を軽減するこ とにより 【親自身
の 生活の 質を高め る】, 論文B ･ C で は, 親 の 取り組み
を肯定的に評価したり認めたりする ことにより 【子育て
に 価値観 を見出す こと を促す】, 3論文にお い て , 相談
窓口や各種サ ー ビ ス利用の意義や方法に つ い て 具体的な
情報提供を行うこ とにより 【社会資源の 主体的な活用を
促進する】 と い う知見が抽出され , こ れ ら を集約し統合
したもの である ｡
(3) 家族が地域環境に適応しながら家族の持つ力を駆使
して育児に取り組むことを促す
3論文にお い て , 他 の家族員の果た して い る役割を共
に確認したり家族員の役割分担を提案ある い は支持する
こと により 【家族で 育児にとり組めるようにする】, 請
文A ･ B で は, 近 隣 の 環境を確認したり地域の 人 々 の 生
活や育児状況をふまえた社会資源や交流の 場に つ い て 情
報提供を行うこ と で 【家族が地域環境 に適応しなが ら育
児することを促す】 と いう知見が抽出され , こ れ ら を集
約し統合したもの で ある ｡
2) 看護援助の成果を示す知見
(4) 育児上の課題に気づく
論文Cで は, 現在 の 生活を維持する こと の 重要性を認
識したり子供同士で遊ぶ ことの大切さを再認識する など
【現状 を認識 ･ 再認識する】, 児 の発達 へ の 認識がよ い 方
向 - 変化するな ど 【現在の 認識が 変化する】, 言葉 の 遅
れや受診の 必要性を認識するな ど 【課題を認識する】 と
いう知見が抽出され , こ れ らを集約し統合したもの である｡
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(5) 社会資源を適切に活用できるようになることで育児
者自身の主体的な育児 ･ 生活の質 ･ 自己効力感が高ま
る
3論文にお い て , 同 じ ような状況の 育児者と交流する
ことを通じて育児方法を習得 したり保育園等の 情報を得
たりし社会資源を認知したり活用の価値 を認識する ･ 適
切に選択する能力が 向上するな ど 【社会資源を適切に活
用で きる】, 困 っ た こ と へ の対応方法を工 夫できるよう
にな っ たり育児知識と技術が高まるな どにより 【主体的
に育児にとり組め る】, 親自身の 健康管理が 出来るな ど
により 【育児者自身の生 活の 質が向上する】, 児 の 発達
の 時期を理解 し安心したりこれで い い と自信を持 つ こ と
で 【自己効力感が高まる】 と い う知見が抽出され , こ れ
らを集約 し統合したもの で ある｡
(6) 家族が周囲の環境に適応しながら主体的に育児する
ことによ っ て家族の育児対処能力が高まる
論文A ･ B で は, 家庭内の役割を変更し再構築され た
家庭内役割 を認識し担うな ど 【生活を再構築で きる】,
3論文にお い て , 保育園入 園後の生活状況 を認識したり
長期的な生活設計を立て て 育児環境を整えるな ど 【生活
に見通 しが持て る】, 育児環境 を自分なりに意味づ けて
活用 したり近隣住民か ら育児に対する理解を得るようは
たらきか ける こ と で育児環境 を整えるな ど 【育児環境を
活用できる】 と いう知見が抽出され , こ れ らを集約し統
合したもの で ある｡
4. 看護実践知の統合概念
集約した知見を, 各 一 次論文の 知見の 根拠と な っ た
デ ー タ の 文脈性 に準じて , 知見間の 関係性を検討した ｡
そ の知見間の 関係性か ら新た な統合概念が見出され た｡
図1 は知見間の 関係性を示したもの であり a - d は統合
概念を示す ｡ 概念ご と の 内容を以下 に述 べ る ｡
1) 概念a
知見(1)は, 知見(2)および(3)を行う上で 起点と なる援助
で ある こ とを確認した｡ そ の結果, ｢主な育児者自身が
現状に基づ い て 育児上 の課題 に気づくこと を促すことを
起点とし, 主な育児者 ･ 他 の 家族員共に継続して 育児に
とり組む力 を引き出す｣ と い う概念が見出され た｡
2) 概念b
家族全体が周囲の環境に沿 っ て 育児して い く力を引き
出すために主な育児者と他の 家族員双方にはたらきかけ
る援助を確認した｡ そ の 結果, ｢主 な育児者 ･ 他 の 家族
員双方 へ 連動しながらはたらきかける こと により, そ れ
ぞれ の 育児に取り組む力 をさうに引き出 し, 主な育児
者 ･ 他 の 家族員共に主体的に育児に取り組む こ とを促
す｣ と いう概念が見出された ｡
看護援助 の 成果 看護援助
1 1 看護援助 を示す 集約され た 知見
く= => 看 護援助 の 成果 を示 す集約 され た 知見
図1 集約した知見とそ の 関係性か ら見出され た統合概念
3) 概念 c
潜在的な育児上の 課題に気 づくこ とは, 主な育児者 ･
他の 家族員が育児対処能力を獲得 して い くため の 基盤と
なる こと を確認 した｡ そ の 結果, ｢主な育児者 ･ 他 の 家
族員が育児上 p の課題に気 づくことにより育児に対する
主体 的な取り組み へ つ な が る｣ と い う概念が見出さ れ
た ｡
4) 概念d
概念 c を基盤に, 主な育児者 ･ 他d)家族員各 々 の 育児
対処能力が互 い に影響しあ い なが ら向上 して いく こと を
確認 した ｡ そ の 結果, ｢ 主な育児者 ･ 他 の家族員の 主体
的な育児 - の 取り組みが双方 へ 連動 し影響 しあう こと に
より育児対処能力が高まる｣ と いう概念が見出され た｡
Ⅴ . 考 察
1 . 地域における子育て家族の育児対処能力向上に向け
た行政保健師の看護実践知として確認できたこと
メ タ統合手法を用 い た地域の 子育て家族の育児対処能
力を促す看護援助の 統合の 結果, 6 つ の知見と4 つ の統
合概念が見出された ｡ こ れ は, 育児者が課題 に気 づく こ
とを起点に主な育児者と他の家族員双方に ニ ー ズ に応 じ
て 適宜連動しなが らはたらきかける こ とにより , 主な育
児者 ･ 他 の 家族員が主体的に育児に取り組む力を引き出
し, そ の 育児対処能力の 向上を促す看護援助で あ っ た ｡
吉田
14) は , 育児相談 にお ける母親と保健師の 相互作
用を追及した研究にお い て , 保健師は母親の 表出を促し
そ の ニ ー ズ を判断する援助を行 っ て い た こ とか ら母親の
ニ ー ズ を明確化する こと の重要性を明らか に して い た ｡
そ の結果, 母親が保健師の 援助に満足 して い る こ とを確
認 して い た ｡ しか しなが ら, 育児に対する母親自身の気
づきや学びを促す援助は示され て おらず, 母親の 育児対
処能力の 向上 に つ なが る成果は確認され て い な い ｡ 本研
究にお い て は, 単 なる ス クリ ー ニ ン グ で は見出しにく い
ような潜在的な ニ ー ズ を明確 にし, さ ら に, 実際の生 活
に即した課題と して 育児者が自ら気づくよう促す こと に
より, 現状や変化 を認識し, 主体的に育児にとり組む こ
とが で きると いう成果が明らか にな っ た｡ 潜在的な ニ ー
ズ を乳幼児健診の 場な ど で見極める こ とは健康問題 へ の
移行を予防したり早期発見する援助で あり行政保健師の
役割と して 重要と考えられる ｡ そ して , 現状 に基づ い て
育児者自身が課題に気づ き, そ の結果主体的な育児行動
へ の 発展を促し て いく こ とは , 生活の 場 で援助を行う保
健師の 重要な看護実践知で ある ことを確認した｡
一 方, 本間
15)は , 軽度発達障害児とそ の 家族の 生 活
の 移行期 へ の看護援助に関する研究にお い て , 家族が地
域社会と新たな関係を構築しそ の 過程が家族の 自信に つ
なが っ た こ とを確認 して い る｡ そ し て , こ の こ とか ら,
家族と地域社会との新たな関係構築を支援するこ と の 重
要性を指摘して い る ｡ 本研究にお い て も, 主 な育児者 ･
他 の家族員の 育児にとり組む力を引き出すはたらきかけ
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を行うこ と で育児対処能力が向上 し て いくと いう成果を
確認するこ とが できた ｡ こ の こ と は, 主な育児者 ･ 他 の
家族員各々が周囲の環境 に適応しなが ら育児にとり組む
こと に着目した援助が重要である こ とを示し て い ると考
えられ る｡ さ らに , 主な育児者 ･ 他 の家族員が獲得 した
育児対処能力は, 新たな課題 - の適切な対処を促 し, 育
児者お よび家族が危機的な状況に陥るこ とを予防する こ
と にも つ ながると考えられる ｡ 以 上 の こ とから , 家族全
体や地域の環境 をも対象にした援助は, 地区に生 活する
住民す べ て を対象に援助を行う保健師の重要な看護実践
知である こと を確認した｡
2. 本研究の限界と今後の課題
本研究で は , 詳細に記述された保健師の援助内容を分
析する ことによ っ て 地域 の子育て 家族の 育児対処能力向
上 に向けた行政保健師の実践知を明らかにする ことが で
きた｡ とりわけ, 行政保健師の援助の特徴と考えられ る
援助の起点や家族と し て地域で生活 して い く こと へ の 支
援の 拡がりが確認で きた｡ しか しなが ら, 本研究で は ,
た とえば援助の 起点と なる ア セ ス メ ン ト等に つ い て は十
分な記述が なか っ た ため示し て い な い な ど地域にお ける
子育て支援全体の 援助方法を網羅する ことは困難であ っ
た｡ 今後は , 地 域 にお ける子育て支援に つ い て さ らに多
様な状況を含めた関連文献の統合の 可能性を検討すると
共に , こ れ ら の 実践知を実践の場にお い て 活用し実際に
有用性を検証する こと により, 実践知と してさら に内容
を洗練させ て い く必要があると考える ｡
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